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企 業 内 部 フ ロ ー の利 害 関 係 者 と余 剰 計算 書
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１ は じ め に

フ ラ ン ス に お い て、 余 剰 計 算 書 の 方 法 論 的 展 開 と 実 践 的 適 用 を 意 図 し て、 １９６９年 以 降、 そ れ

に 関 す る 研 究 成 果 を 公 刊 し て き た 所 得 ・ 費 用 研 究 セ ン タ ー （Ｃｅｎｔｒｅ ｄ１ ６ｔｕｄｅ ｄｅｓ ｒｅｖｅｎｕｓ

ｅｔ ｄｅｓ ｃｏ
合ｔｓ ｌ Ｃ

．
Ｅ

．
Ｒ

．
Ｃ

．
） は

、
方 法 論 の 集 大 成 を １９８０ 年 に ｌＤ ㏄ ω 伽 舳 あ Ｃ

．
亙
．

Ｒ
，

Ｃ． 第 ５５／５６合 併 号 で 行 っ た１）
。 そ の 後 は、 Ｄ ㏄ ω 舳 か 由 Ｃ．亙 Ｒ．Ｃ、 に お い て は 余 剰

計 算 書 そ れ 自 体 は 取 り 扱 わ れ て お らず、 し ば らく の 間 は 所 得 の 進 展、 所 得 政 策 を 中 心 と し た 主

題 を 公 刊 し て き た
。

し か し
、

１９８７ 年 に 至 っ て
、

従 来 の よ う な Ｄｏｃ〃ｍ２ 〃 ５ 由 Ｃ
．

亙
．

Ｒ
．

Ｃ
．

の １ っ の 号 と し て で は な く、 単 行 本 と し て ｒ企 業 の 総 生 産 性 ： 測 定 と 分 配』 を 著 し、 さ ら に、

そ こ に お け る 技 術 情 報 を 改 訂 増 補 し た 新 版 を１９８９年 に 刊 行 し た
２）

。 こ こ に お い て は、 従 来 の よ

う な 方 法 論 あ る い は 論 理 モ デ ルの 展 開 は わ ず か し か 行 わ れ て お らず、 もっ ぱ ら余 剰 分析 の 実 地

適 用 に 関 す る 問 題 に 重 点 が お か れ て い る。

既 に 別 著 で 述 べ た よ う に
３し 余 剰 計 算 書 の 構 築 あ る い は 余 剰 計 算 書 法 （ｍ６ｔｈｏｄｅ ｄｅｓ ｃｏｍｐｔｅｓ

ｄｅ ｓｕｒｐ１ｕｓ）
４）

の 適 用 に 関 し て は い く っ か の 疑 義 が あ る
。 そ の た め

、
Ｃ

．
Ｅ

．
Ｒ

．
Ｃ

．
の 新 著

で は、 Ｃ． Ｅ．Ｒ． Ｃ、が 新 た に 実 施 し た 中 小 電 機 メ ー カ ー、 中 小 サ ー ビ ス 公 社 （ス キ ー 場 の

ロ ー プ ウェ イ 運 営）、 中 小 銀 行 へ の 余 剰 計 算 書 法 の 適 用 と そ の 結 果 の 分 析 に 触 れ たの ち、 実 践

の た めの技 術 情報 と して技 術カ ル テを 提 示 して 余 剰 計 算 書 法 に 関 す る 技 術 的 疑 義 へ の 対 応を 図 っ

て い る。 余剰 計 算 書 の 構 築 に 際 して の 問 題 の 多く は、 特 定 の 利 害 関 係 者 を 想 定 で き な い 成 果 計

算 書 （損益 計算 書） 項 目 に あ っ た。 と く に 企業 内 フ ロ ー 項 目 の 帰 属 関 係 者 が、 余 剰 計算 書 の 解

釈 上、 問 題 を 残 し て い る。

そ こ で 本 稿 に お い て は、 Ｃ． Ｅ．Ｒ．Ｃ ．に よ る 技 術 カ ル テ の 体 系 を 紹 介 し た の ち、 論 理 の

限 定 の た め、 利 害 関 係 者 にま つ わ る 技 術 カ ル テ に触 れ、 とく に 問 題 と な る 企 業 内 部 フ ロ ー の 利

害 関 係 者 に 言 及 す る。 さ ら に 企 業 内 フ ロ ー の 帰 属 問 題 に 関 連 し て
、 成 果 計 算 書 の 残 高 を 構 成 す

る 成 果 な い し は 利 益 そ れ 自 体 の 利 害 関 係 者 の 取 り 扱 い に 言 及 し て、 Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｃ ．の 実 地 適

用 に 重 点を お い た見 解 を 整 理 す る こ と に した い。

２ Ｃ
．

Ｅ
．

Ｒ
．

Ｃ
．

の 技 術 カ ル テ

前 掲 の 書 物 ｒ企業 の 総 生産 性 ： 測 定 と 分 配』 （新 版） は 目 次 等 を 含 め て１５５頁 で あ り、 ３ 部

で 構 成 さ れて い る。 第 １ 部 は 「方 法 の 提 示」 、 第 ２ 部 は 「３ つ の 適 用 事 例 の 提 示」 と な っ て い
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る。 第 １ 部 は 本 文 は１４頁 だ けで あ り、 き わ め て 簡 潔 に 余 剰 計 算 書 法 によ る 総 生 産 性 測 定 の モ デ

ル を 記 述 し た の ち、 第 ２部 で、 前 述 の ３ つ の 中小 企 業 ・ 公社 への 適用 結 果 が 本 文３４頁 構 成 で 示

さ れ て い る。 そ し て、 書 物 の ６ 割 の 部 分 が 第 ３ 部 に あ て ら れ て い る。

第 ３ 部 は ｒ実 地 適 用 上 の 技 術 カ ル テ」 と 題 さ れ、 独 立 した 序 説 の の ち、 ４ っ の 章 が お かれ、

２３の 技 術 カ ル テ （ｆｉｃｈｅ ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ こ で 以 下 、 参 考 の た め 第 ３ 部 の

体 系 を 紹 介 し て お く こ と に し よ う５）
。

序説

第 ｗ 章 方 法 の 実 地 適用 に 必 要 な 情 報

技 術 カ ル テ１ 方 法 の 実 地 適 用 に 必要 な 情 報

第 ｗ 章 成果 計算 書 項 目 の 数 量 × 価 格 へ の 分 解

技 術 カ ル テ ２ 販 売 生 産 高 と 購 買 高

技 術 カ ルテ ３ 在 庫 さ れ た 生 産 高

技 術 カ ル テ ４ 固 定 資 産 化 さ れ た 生 産 高

技 術 カ ル テ ５ 企 業 の 総 生 産 高

技 術 カ ル テ ６ 助 成 金

技 術 カ ル テ ７ 資 材 の 在 庫 変 動

技 術カ ル テ ８ 消 費 高 １ 購 買 一 在 庫 変 動

技 術 カ ル テ ９ 外 部 費 用

技 術カ ル テ１０ 租 税

技 術 カ ル テ１１ 人 件 費

技 術カ ル テ１２ 利 息 お よ び類 似 費 用 （金 融 収 益）

技 術カ ル テ１３ 減 価 償 却 費

技 術カ ル テ１４ 引 当 金 繰 入

技 術 カ ル テ１５ 成 果

第Ｗ 章 一 般 技 術 カ ル テ

技 術 カ ル テ１６ 企 業 の 利 害 関 係 者

技 術 カ ル テ１７ 企 業 内 部 フ ロ ー の 利 害 関 係 者

技 術 カ ル テ１８ 指 数

技 術 カ ル テ１９ イ ン フ レ ー シ ョ ン を 除 去 し た 恒 常 フ ラ ン に よ る 直 接 的 計 算

技 術 カ ル テ２０ 質 的 影響 と 新製 晶 （お よ び 廃 止 製 晶）

技 術 カ ル テ２１ 構 造 的影 響 と 「混 合」 の 影 響

第１Ｘ章 計 算 お よ び成 果 提 示 に 関 す る 技 術 カ ル テ

技 術 カ ル テ２２ 生 産 性 利 得の 計 算、 交 換 残 高 の 導 出

技 術 カ ル テ２３ 成 果 の 提 示
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こ こ に お い て、 分 量 的 に 重 点 が お か れ て い る の は、 一 覧 し た と お り 技 術 カ ル テ ２ か らユ５ に お

け る 成 果 計 算 書 項 目 の 数量 と 価 格 へ の 分 解 であ る。 余 剰 計 算 書 は、 原 則 と して 連 続 す る ２ 年 度

間 の 成 果 計算 書 の 収 益 ・ 費 用 の 各 項 目 の 年 度 間 差 額 を 数 量 要 因 と 価 格 （単 価） 要 因 に 分 解 し、

数 量 の増 減か らく る 差額 を 企 業 の 総 生 産 性 の 変 化 か ら 生 じた 総 生 産 性 余剰 と し て 分 析 し、 ま た、

価 格 の増 減 か らく る 差 額 を 企 業 に参 画 す る 各 種 利 害 関 係 者 に影 響 を 及 ぼ した 特 恵 （得 恵 ま た は

失 恵） と し て あ と づ け る 計 算 書 で あ る。 し た がっ て、 ２ 年 度 間 の 成 果 計算 書 項 目 の 差 額 を 数 量

要 因 と 価 格要 因に 分解 で き な け れ ば、 こ の 分析 方 法 自 体 が 有 効 に 機 能 しな い か ら、 要 因 分 解 に

関 す る 技 術 カ ル テ は、 実 地 適 用 の 基 礎 と な る もの で あ る。

と こ ろ が、 そ れ と あ わせ て 重 要 な の が、 企 業 に 参 画 す る 各 種 利 害 関 係 者 の 識 別 で あ る。 各 種

利 害 関係 者 が 明 確 に 識 別 で き な けれ ば
、 余 剰 計 算 書 の 重 要 構 成 要 素 で あ る 特 恵 の 帰 属 関 係 が 不

明 確 に な っ て し ま う か ら で あ る。 そ の た め、 と く に 技 術 カ ル テ１６ と１７ が こ の 問 題 を 取 り 扱 っ て

い る。 ま た、 前述 の 要 因 分 解 に 関 す る 技 術 カ ル テ で 取 り 上 げら れ て いる 成果 計算 書 項 目 の な か

に は、 利 害 関 係 者 の 識 別 に 難 点 を 残 して い る 項 目 も 多 い。 本 稿 で 論 究 しよ う とす る 成 粟 ・ 利 益

も、 そ の よ う な 項 目 の ユ つ で あ る。 そ こ で 次 に、 利 害 関 係 者 の 識 別 問 題 に 触 れ て お く こ と に し

よ う。

３ 企業内部 フローと 利害関係者

ω 利 害 関 係 者の 識 別

成 果言十算 書 に 掲 載 さ れ た 収 益 お よ び 費 用 は、 本 来、 そ れ ぞ れ 企 業 の 利 害 関 係 者 に対 応 し て い

る。 す な わ ち、 売 上 高 は 得 意 先 か ら生 じ、 債 権 者 は 利 息 を 受け 取 る、 等 で あ る。 成果 計 算 書 の

多 く の 項 目 に つ い て・ 利 害 関 係 者 の 識 別 は 困 難 で は な い。 と こ ろ が
、 や や 複 雑 な 場 合 も あ る。

た と え ば、 企 業 （お よ び 全 体 社 会） に 公 共 サ ー ビ ス （教 育、 防 衛、 道 路、 等） を 供 給 し て い る

国 は、 租 税 を 徴 収 し、 助 成 金 を 企 業 に 支 払う か も し れ な い。 同 時 に、 地 方自 治体 は 事 業 税 を 徴

収 す る。 こ れ らの 利 害 関 係 者 を 「公 権 力」 とい う 語 の も と に １ つ に ま と め る こ と が望 ま し い か

も し れ な い。 当 局 （ａｕｔｏｒｉｔ６ ｐｕｂ１ｉｑｕｅ） に よ っ て 決 め ら れ た 課 税 の す べ て を １ つ に ま と め た

い な ら ば、 社 会 保 険 （ＣＯｔｉＳａｔｉｏｎ ＳｏＣｉａユｅ） の 事 業 主 負 担 分 を 同 様 に 加 え る べ き で あ る。 調 査

対 象 期 間 中 に 方 法 や 記 載 （ｐｒ６Ｓｅｎｔａｔｉｏｎ） の 変 更 が な け れ ば、 明 ら か に し た い こ と に 応 じ て、

区 別 した り１ っ にま と め た り す る こ と は 分 析 者 の 視 点 に 応 じて 行 われ れ ば よ い６）
。

こ の 問 題 は、 利害 関係 者 区 分 の 精 細 性 にま つ わ る 問 題 で あ る
７）

。 こ れに 関 し て は、 類 似 の 項

目 を １ つ に ま と め る こ と の ほ か、 単 一 の 項 目 の 内 訳 を 設 け る こ と も 考 え ら れ る。 し た が っ て、

こ の こ と は Ｃ．Ｅ ．Ｒ．Ｃ．の い う 公 権 力 に つ い て だ け で は な く、 利 害 関 係 者 と し て は 単 純 な

得意 先 等 に つ い て も い え る の で あ る。 利 害 関 係 者 区 分 の 精細 性 の 程 度 に 応 じて 余 剰 分 析 の 形 式

的 内容 が 変 化 す る こ と に 注 意 しな けれ ばな ら な い。
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１２〕 企 業 内 ブ ロ ー の 利 害 関 係 者

前 述 の と おり、 成 果 計算 書 項 目 に お け る 利 害 関 係 者 の 識 別 は、 多 く の 場 合、 困 難 で は な い。

そ の よ う な 項 目 は、 次 の 図 表 １
８）

に 示す よ う な、 企 業 と 利 害 関 係 者 と の ｒや り と り」 か ら 生 じ

た も の で あ り、 い わ ば 企 業 と 外 部 利 害 歯 係 者 と の 問 の フ ロ ー の 表現 で あ る。

図 表 １ 企 業 を 核 と した フ ロ ー

固… 同
一 ビ ス

と こ ろ が、 成果 計 算 書 の 特 定 の 項 目 に つい て は、 分 配 時 の 利 害 関 係 者 が 明 ら か で は な い も の

があ る。 な ぜ な ら ば、 成 果 計算 書 の 項 目 の 一 部 に は、 た と え ば、 外部 利 害 関 係 者 と の 財 ま た は

サ ー ビス の フ ロー を 表 現 しな い 項 目 が あ る か ら で あ る。 こ れ らは もっ ぱ ら 企 業 内 部 の 会 計 的 記

帳 に よ る も の で あ る。 す な わ ち、 税 引 前 成 果、 処 分 前 成 果、 減 価 償 却 費、 引 当 金 繰 入、 自 製 固

定資 産 （固 定 資産 化 さ れ た 生 産 高） 、 在 庫 の 変 動 が こ れ に あ た る９）
。

こ れ ら の う ち 原 材 料 ま た は 商 品の 在 庫 の 変 動、 在 庫 さ れ た 生産 高、 自 製 固 定 資 産 は 実 質 的 な

資 産 （ｐａｔｒｉｍｏｉｎｅ） の 変 動 を 記 載 す る も の で あ り、 成 果 計 算 書 の 残 高 （成 果 ・ 利 益） に 直 接 的、

実質 的 に 影 響 す る。 減 価 償 却 費 のよ う な 会 計 的 記 帳 は、 実 際 は、 生 産 手 段 の 維 持 に 必 要 な 金 額

に関 す る 資 金 （ｍｉＳｅ） に対 応 して い る。 ま た
、 引 当 金 繰 入は、 将 来 の 発 生 の 可 能 性 の あ る 損 失

を 補 償 す る た め の 項 目で あ る。 こ れ ら は 計 上 年 度 に お い て は、 計 算 上、 成 栗 計 算 書 の 残 高 に影

響 す る が、 実 質 的 な 成果 控 除項 目 と は な ら な い。 年 度 間 に在 庫 差 額の 価 格 が 変 化 し た 場 合、 得

恵ま た は 失 恵 を 実 現 し た利 害 関 係 者 は 誰 な の か。 こ の 問 題 は 自製 固 定 資 産、 減 価 償 却 費 お よ び

引 当 金 繰 入 に つ い て も 提起 しう る。 成 果 計 算 書 を 余 剰 分 析 の 基 礎 とす る 限 り、 こ の 問 題 は避 け

ｌｏ）
ら れ な い 。

Ｃ ．
Ｅ

．
Ｒ

．
Ｃ

．
は Ｄｏｃ〃ｍｅ 刎 ５ ｄω Ｃ．

亙
．

沢
．

Ｃ
．

第 ５５ ／ ５６ 合 併 号 に お い て 、 成 果 計 算 書
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を 基 礎 と した 余剰 計 算 書を 生 産 性 余 剰 計 算 書 と 位 置 づ け、 こ こ で 論 述 して い る 問 題 に 対 応 す る

た め、 交 換 計 算 書 （Ｃ ．Ｅ ．Ｒ．Ｃ ．の 用 語 で は 売 買 計 算 書 ） を 基 礎 と し た 交 換 余 剰 計 算 書 を

作 成 し、 生 産 性 余 剰 計算 書 と 交 換 余 剰 計 算 書 を 合 体 して 余 剰 総 合 計 算 書 を 作 成 す る 論理 モ デル

と 計 算 事 例 を 示 し て い るｌ１し

とこ ろが ここ で 取り 上 げて い る 書 物 に お い て は、 こ れ らの 精特 な 論 理 展 開 は 行 わ れて お ら ず、

余 剰 計 算 書 概 念 か らす る と 生 産 性 余 剰 計 算 書 に近 い 分 析 体 系 に 戻 っ て しま って い る。 そ の 理 由

は、 な に よ り も 実 地 適 用 を 重 視 し て い る こ と に あ る と 考 え ら れ る。 そ こ で、 企 業 内 部 フ ロ ー 項

目 の 利 害 関 係 者 に つ いて は、 以 下 の よ う な き わ め て 便 宜 的 な 見 解 を 取 っ て い る の で あ る。

Ｃ．Ｅ．Ｒ ．Ｃ．に よ る 第 １ の 解 法 は、 企 業 内 部 フ ロ ー 項 目 の 価 格 の 変 化 が、 企 業 そ れ 白 体

へ の 失 恵ま た は 得 恵 を 生 じる と 考 え る 論 理 で あ る。 こ の 場 合は、 失 恵、 得 恵、 生 産 性 変 化 を 総

合 的 に 表 現 す る 計 算 書、 す な わ ち余 剰 計 算 書 に お い て、 こ れ らの 失 恵ま た は 得 恵 を 生 み出 す も

と に な る 内 部 フ ロ ー、 す な わ ち 減 価 償 却 費、 引 当 金 繰 入、 在 庫 の 変 動、 等 を 指 し 示 す も の と し

て、 ｒ企業」 と いう 利 害 関 係 者 が 現 れ る こ と に な る１２し こ の 解 法 は 余 剰 分 析 に な じま な い。 企

業 それ 自体 がみ ず から 生 成 した 余剰 は、 生 産 性 余 剰 で あ り、 価 格 の 年 度 間 変 化 か ら く る特 恵 は、

企 業 と 外 部 との や り とり か ら 生 じる は ず で あ る。 い わ ば、 価 格 の 変 化 は、 企業 の 外 部 者 に 対 す

る 影 響 で あ り、 企業 そ れ 自体 は そ れ ら の 媒 体 とな る に す ぎ な い と 考 え られ る の で あ る。

Ｃ．Ｅ．Ｒ ．Ｃ．に よ る 第 ２ の 解 法 は、 こ れ ら 企 業 内 部 の フ ロ ー は す べ て 、 原 則 と し て 、 企

業 固 有 の 価 値 を 維 持 す る かま た は 増 加 す る こ と を 目 的 と して い る と い う 恩 考 か ら 発 し て い る。

し た が っ て、 企 業 内 部 の 動 き は 企 業 に 出 資 し た も の す べ て の権 利 に 直 接 影 響 す る とす る。 そ し

て、 こ れ ら の 項 目 に つ い て は、 株 主 な い しは 出 資 者 集 団 が 企業 の 唯 一 の 利 害 関 係 者 で あ る と 主

張 して い る。 年 度 問 に、 在 庫 の 変 動、 自 製 固 定 資 産、 減 価 償 却 費 お よ び 引 当 金 繰 人 の 価 格 に 変

化 が あ る 場 合、 そ こ か ら恩 恵 を受 ける （得 恵） か ま た は 企 業 に 恩 恵 を 与 え る （失 恵） の は 出 資

者 で あ る と 考 え る の で あ る。 在 庫 の 変 動 は 企 業 外 部 の 利 害 関 係 者に 結 び 付 け ら れ え な い。 そ の

か わ り に、 在 庫 の 変 動 は 企 業 の 流 動 資 産 に 対 す る、 す な わ ち 企 業 価 値 に 対 す る 対 価 （ｃｏｎｔｒｅｐａｒ

ｔｉｅ） を 有 して い る。 年 度 問 の価 格 の 変 動 は、 企業 価 値 に 関 係 す る 利 害 関 係 者、 す な わ ち 出 資

者 集 団 に 充 て ら れる 失恵 ま た は 得 恵 を 生 成 す る。 自 製 固 定 資 産、 減 価 償 却 費 お よ び 引 当 金 繰 入

に っ い て も 同 様 の 論 理 を 主 張 し う る。 減 価 償 却 費は 経 営 に よ っ て 生 ま れ、 企 業 の 生 産 資 本 を 現

状 のま ま 維 持 す る た めに 蓄 え て お か れ る 成 果 の 一 部 で あ る。 し た が っ て
、 減 価 償 却 費 は 企 業価

値 に直 接 影 響 す る。 引 当 金 繰 人と 自製 固 定 資 産 に つ い て も事 情 は 同 様 で あ る。 そ して 余 剰 計算

書 は、 こ れ ら 各 々 の 項 目 に っ い て も、 失恵 ま た は 得 恵 を 明 確 に 示 す で あ ろ う か ら、 出 資 者 ま た

は 株 主 に 対 す る 特 恵 と し て こ れ ら を 連 結 す る こ と を Ｃ ．Ｅ．Ｒ．Ｃ ．は 提 案 し て い る
１３）

。

Ｃ
．

Ｅ
．

Ｒ
． Ｃ ．

に よ る こ れ ら の 見 解 な ら び に 提 案 は
、

Ｄ ㏄“ｍ２ 〃 ５ 由 Ｃ
．

亙
．

児
．

Ｃ
．

第

５５／５６合 併 号 に お い て 行 わ れ た 生 産 性 余 剰 計 算 書、 交 換 余 剰 計 算 書、 余 剰 総 合 計 算 書 と い う 一

連 の 論 理 展 開 を 考 え るな ら ば
、 明 ら か に 後 退 して い る。 生 産 性 余 剰 計 算 書 に お け る こ の よ う な
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項 目 の 利 害 関 係 者 の 不 明 確 性 を 避 ける た め に こ そ、 単 独 で は 大 き な 意 味 を 持 た な い 交 換 余 剰 計

算 書 を 導 入 し、 両 者 を 余 剰 総 合 計 算 書 と して 合 体 す る 際 に、 こ れ ら 不 明 確項 目 が 相 殺 さ れ る と

い う 構 造 を 取 っ て い た は ず で あ る。 た し か に、 別 著 で 指 摘 し た と お り１４）
、 余 剰 総 合 計 算 書 に は、

企 業 の 将 来 の 生 産 力 の増 強 の た め の 投 資 額 の変 分 と 解 す る こ と が で き る ｒ正 味 物 的 資 産 数 量 変

分 額」 が 存 在 し
、 こ れ自 体 が 特 定 の 利 害 関 係 者 を有 す る の か ど う か に は 大 き な問 題 が 残っ て い

る。 し た が っ て、 こ れ も 企 業 価 値 を 高 め る 項 目 とみ る こ と に す れ ば、 あ えて 余剰 総 合 計 算 書 を

作 成 しなく て も、 生 産 性 余 剰 計 算 書 で 十 分 分 析 で き る と い える の か も し れ な い。 そ れ で も な お、

こ れ ま で の 精 緻 な 論 理 展 開 か ら す る と、 Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｃ ．の こ れ ら の 見 解 は 便 宜 的 な も の で あ

り、 実 地適 用 の 可 能 性 を で き る だ け 大 き く す る 簡 便 な 論 理 で あ る と い う こ と が で き よ う。

４ 成果・利 益に関 する利害関係者

利 害 関 係 者 の 特 定 に 関 し て 疑 義 の あ る 項 目 の う ち、 以 上 の 考 察 で 取 り 上 げ られ て い な い の が

成 果 （ない し は 利 益） で あ る。 前 掲 の 体 系 の と お り、 成 果に 関 し て は、 成 果 計 算 書 項 目 の 数 量

× 価 格 へ の 分 解 に 関 す る 技 術 カ ル テ１５で 扱 わ れ て い る。 しか し 成 果 そ れ 自 体 に つ い て の 利 害関

係 者 は 単 純 で は な い。 そ こ で 以 下、 こ の 技 術 カ ル テ の 内 容 を 整 理 し て お こ う。

Ｃ． Ｅ．Ｒ，Ｃ． は、 原 則 と し て 、 余 剰 計 算 書 法 は 経 常 的 な 税 引 前 お よ び 処 分 前 の 成 果 に 留

意 し な け れ ばな らな いと して い る。 こ の こ と は 余剰 計 算 書 法 が ま さ に 提 供 しよ う と す る 企 業 の

実 質 的 で 正 常 な 活動 の 忠 実 な 像 （ｉｍａｇｅ） を 損 な い か ね な い 臨 時 ・ 例 外 的 な 要 素 を 考 慮 し な い

と い う こ と で あ る１５）
。

さ て、 処分 前 成果 は 当 然 の こ と な が ら 費 用 で は な く 企 業 全 体 の 活 動 に 報 い る 残 高 で あ る。 Ｃ．

Ｅ，Ｒ． Ｃ．は 処 分 前 成 果 は、 い か な る 生 産 手 段 の 数 量 の 変 化 に 関 係 す る も の で も な い と す る。

した が って、 処 分 前 成 果 の 差 異 は もっ ぱ ら 価 格 の 影 響 に 帰 す る こ と に な る。 そ の 結 果、 処 分 前

成 果 の 数 量 指 標 は、 絶 え ず １ に 等 し い。 そ れ で も な お Ｃ．Ｅ ．Ｒ．Ｃ． は、 年 度 間 の 成 果 価 額

の 差 巽 を、 そ れ 自 体、 数 量 差 異 と 価 格 差 異 に 分 解 しな け れ ば な ら な い と し て い る１６し こ の 見 解

は、 一 見、 矛 盾 し て い る。 数 量 指 標 が １ で 不 変 で あ れ ば、 差 異 は 価 格 差 異 だ け の は ずで あ る。

した がっ て、 こ の 数 量 差 異 と 価 格 差 異 に 分 解 す る と い う 見解 は、 成 果 処 分 を 前 提 と し た もの と

み る こ と が で き よ う。

す な わ ち、 成果 処 分 を 織 り 込 む と、 成 果 に 関 して 次 の 図 表 乞 の よう な 各 種 利 害 関 係 者 を 想 定

で き る１７し

余 剰 計 算 書 法は 各 種 利害 関 係 者 に つ い て の 得 恵ま た は 失 恵 の 形 成 を 示 す た め に 「分 配」 と い

う 用 語 を 用 い る。 Ｃ．Ｅ ．Ｒ．Ｃ． は、 成 果 に つ い て い え ば、 も ち ろ ん 株 主 集 団 が 問 題 で あ る

と し て い る。 企業 の 利害 関 係 者 の 大 部 分 に つ い て、 分 配、 す な わ ち得 恵 ま た は 失 恵 の 意 義 は ほ

と ん ど 間 題 を 生 じ な か っ た。 成 果 に っ い て は、 そ れ が 残 高 で あ り、 負 の 価 額 を 取 り う る の で、

少 し ば か り 微 妙 で あ ると す る の で あ る１８）
。
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図 表 ２ 成 果 処 分の 利 害 関 係 者

分配 利害関係者 数量指標

配 当 金 株 主 恒常 フ ラ ンに よ る 自 己資 本

法 人 税 国 恒常 フ ラ ン に よ る 自 己 資 本

成 果 参 加 額 従 業 員 恒 常 フ ラ ン によ る 分 配 標 準

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 企 業 そ れ 自 体 お よ び 企

業 を 通 し て、 資 本 主

恒 常 フ ラ ン に よ る 自 己 資 本、
ま た は 不 変 で １ に 等 し い

し か し、 成 果 処 分 を 想 定 す る と、 前 掲 の 図 表 ２ の と お り、 配 当 金、 法 人 税、 成 果 参 加 額 に 関

す る 利 害 関係 者 の 識 別 や 余 剰 分 析 は 困 難 で は な か ろ う。 問 題 と な る の はキ ャ ッ シ ュ フ ロ ー で あ

る。 こ れ もま た 企 業 内 部 フ ロ ー で あ り、 企 業価 値 を 高 め る も の と して、 企 業 そ れ 自 体ま た は 株

主 な い し は 出 資 者 と い う 利 害 関 係 者 が 想 定 さ れ う る こ と に な る。 Ｃ．Ｅ ．Ｒ，Ｃ ．は こ の 項 目

に っ い て は 明 言 し て い な い が、 も し そ う で あ る と す る と、 キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー の 利 害 関 係 者 が 株

主で あ る と い う 見 解 は、 近 年 の 米 国 に み られ る 投 資 情 報 と して の 情 報 価 値 観 か らは 是 認 さ れ る

か も し れ な い が、 余 剰 分 析 に は な じ み に く い。

た だ し、 分 配 前 成 果 を 余 剰 分 析 に 使 う と い う 見 解 を と れ ば、 形 式 上、 株 主 に そ の 分 配 決 定 権

が 存 す る か ら、 便 宜 的 に 株 主 を 利 害 関 係 者 と す る 見 解 も 成 立 し よ う。 Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｃ ．は そ の

よ う な 視 点 か ら、 成 果 に 関 す る 得 恵 ま た は 失 恵 の 計算 事 例 を 掲 げて い る。 す な わ ち、 年度 間 で

成 果 が 高 ま っ た 場 合、 も し成 果 が 黒 字 で あ れ ば、 株 主 は よ り 大 き な 額 を 分 配 に使 うこ と が で き

て 得恵 を 受 け る し、 も し成 果 が 赤字 で あ っ て も、 状 況 は改 善 さ れ、 株 主 が 勘 定 を 埋 め 合 わ せる

た め の 失 恵 が 減 る こ と に な る。 ま た、 成 果 が 悪 化 し た 場 合 は、 常 に 株 主 は 失 恵 を 被 り、 も し 成

果 が 黒 字の ま ま で あ っ て も、 株 主 は よ り 少 な い 額 し か 分 配 に 使 え な い し、 も し 成 果 が 赤 字 で あ

れ ば、状 況 は 悪 化 し、 株 主 は 準 備 金 を 取 り 崩 す か ま た は新 たな 資 本 拠 出 を し な け れ ば な ら な い

こ と に な る。 こ れ ら の 得 恵 ・ 失 恵 の 計 算 原 理 は 次 の 図 表 ３ の よ う な 計 算 事 例 で 示 さ れ る１９）
。

Ｃ－ Ｅ．Ｒ．Ｃ．の 分 配 前 成 果 の 見 解 は、 形 式 的 に は 理 解 可 能 で あ る。 し か し、 そ の 場 合、

前 掲 の 図 表 ２ の 国、 従 業 員 へ の 得 恵 ま た は 失 恵 は 余 剰 分析 に算 入 さ れ な い 結 果 と な る。
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図 表 ３ 成 果 の 推 移 と 分 配

年 度 １ 年 度 ２ 状 況 分 配

十 ３ ０ ０ 十 ５ ０ ０ 改 善 得 恵 ２ ０ ０

十 ５ ０ ０ 十 ２ ０ ０ 悪 化 失 恵 ３ ０ ０

十 ２ ０ ０ 一 １ ０ ０ 悪 化 失 恵 １ ０ ０

一 １ ０ ０ 一 ３ ０ ０ 悪 化 失 恵 ２ ０ ０

一 ３ ０ ０ 一 ２ ０ ０ 改 善 得 恵 １ ０ ０

一 ２ ０ ０ 十 １ ０ ０ 改 善 得 恵 ３ ０ ０

５ むす び

余 剰言十算 書 の 意 義 は、 き わ め て 端 的 に い え ば、 企 業 の 物 的 ・ 数 量 的 生 産 努 力の 結 果 を 生 産 性

余 剰 な い しは 生 産 性 利 得 と して 測 定 し、 そ れ と と も に 企 業 の 生 産 活 動 に 参 画 す る 個別 の 属 性 を

有 し た 利 害 関 係 者 に対 す る 価 格 変 化 の 影 響 額 を 特 恵、 す な わ ち 得 恵 ま た は 失 恵 と し て 測 定 した

上 で、 企 業 を 核 と した 価 値 の 分 配 の 変 化 を 表 現 す る こ と に あ る。 した が って、 成 果 計 算 書 の 各

項 目 が 利 害 関 係 者 の 個 別の 属 性 に 結 び つ か な い と、 余 剰 計 算 書 そ れ 自体 の構 築 が 困 難 に な る。

Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｃ．は 従 来 こ の 問 題 に 着 目 し、 属 性 の 不 明 確 な 点 を 可 能 な 限 り 除 去 す る 精 緻 な

論 理 モ デル 展 開 を 図 っ て き た。 と こ ろ が 本 稿 で 部 分 的 に 紹 介 した 新 著 に お い て は、 少 な か ら ぬ

解 釈 上 の 簡 便 法 を 導 入 し て い る。 こ の こ と は、 こ こ に お い て Ｃ． Ｅ．Ｒ．Ｃ ．は、 複 雑 な 論 理

モ デ ルの 展 開 を 志 向 せ ず、 第 １ に 実 地 適 用 の 可 能 性 を 追 求 す る こ と を 意 図 し て い る か ら で あ る

と 考 え る こ と が で き る。 精 緻 な 論 理 モ デ ルの 展 開 は、 余 剰 計 算 書 の 分 析 能 カ を高 め る た め に は

欠 く こ と が で き な い。 し か し、 現 状 で は、 精 緻 な 論 理 モ デル を 実 際 の ケ ー ス に 適 用 しよ う と す

れ ば、 多 く の 困 難 を 提 起 す る と 思 わ れ る。 Ｃ．Ｅ．Ｒ． Ｃ．の 技 術 カ ル テ は、 適 用 可 能 性 に 重

点 を お き、 具 体 的 な 数 値 事 例 を 使 っ て 解 法 を 示 そ う と す る も の で あ る。 そ こ か ら、 従 来 の 論 理

モ デ ル の 展 開 と 比べ る と、 本 稿 で 指 摘 した 範 囲 だ け か ら で も、 利 害 関 係 者 の 属 性 の 不 明 確 さ な

い しは 安 易 さ が 見 受 け ら れ る。 と く に 企業 内部 フ ロ ー は、 成 果 計算 書 の 重 要 事 項 の １ つ を 構 成

して お り、 適 用 可 能 性 と 論 理 整 合 性 が 必 ず し も 並 立 せ ず、 背 反関 係 にあ る 可 能 性 が 高 い と して

も、 論 理 整合 姓 を も 高 め る 努 力 は 要 求さ れよ う。

と は い え、 Ｃ．Ｅ ．Ｒ．Ｃ ｌが 実 地 適 用 を 強 く 志 向 し は じ め た こ と が う か が わ れ、 技 術 カ ル

テ の 充 実 ・ 改 訂 に よ り、 精 級 さ を徐 々 に 増 し た 余 剰 分 析 の 実 際 例 の 蓄 積 が 期 待 さ れ る。
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１９８９・

な お 本 稿 で は、 以 下、 １９８９年の 新 版 に 依 拠 して 考 察 す る。

３） 余剰 計 算 書 の 論 理 モ デ ルと 問 題 点に つ い て は、 拙 著 『企 業 社 会 分 析 会 計』 中 央 経 済 社、 平 成 ３ 年、 第

３ 部 お よ ぴ 第 ４ 部 を 参 照 さ れ たい。

４ ） 従 来
、

Ｃ．Ｅ．Ｒ．Ｃ．は 単 に 余 剰 法 （ｍ６ｔｈｏｄｅ ｄｅ ｓｕｒｐ１ｕｓ） と 呼 ん で い た が
、

こ こ で 取 り 上 げ た 書

物 で は、
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５） 第 １ 部 お よ び 第 ２ 部 の 構 成 は 次 の と お り で あ る。

第 １ 部 方 法 の 提 示

第 Ｉ 章 企 業 に と っ ての 生 産 性 と 価 格

第 Ｉ章 測 定 手段

第 ２ 部 ３ つ の 適用 事 例 の 提 示

第 皿章 電 機メ ーカ ー の 中 小 企 業

第 ｗ章 サ ー ビス 部 門 の 中 小 企 業

第 Ｖ 章 中 規 模 銀 行
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７） こ の 問 題 につ い て は、 別 に 「前 掲 拙 著」 第１０章 第 ３ 節 を 参 照 さ れた い。
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１ｌ） こ れ ら の モ デ ル 展 開 に つ い て は、
「前 掲 拙 著 」 第 ３ 部、 と く に 第 ９ 章

、
第１１章

、
第 １２章 を、 ま た、 計

算 事 例 に つ い て は 第１４章 を 参 照 さ れ た い。
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